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（LDV）は Polytec 社の PDV-100（固定ポイ
ント計測）であり、スピーカーは BOSS Au-
dio Systems の TW35 を使用した。PET ボ
トルの PP 製キャップからスピーカーの距離
は 225 mm とレーザドップラ振動計とキャ























PSV-400 であり、スピーカーは BOSS Audio 
Systems の TW35 を使用した。キャップか
らスピーカーまでの距離は 225 mm とキャ
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140
スト波の周波数は離散的に 100 Hz 毎（帯域
幅は 200 Hz）に変化させている。今回の加
振周波数範囲は、樹脂キャプの共振周波数は
4k˜10k Hz に あ る の で、 周 波 数 範 囲 は
1k˜20k Hz で設定した。また、減衰特性を明
確にするために、バースト波のインターバル
時間は 100 msec としている。計測対象物近
傍付近の音波の最大音圧は 93 dB とした。
測定時の加算平均回数は 5 回とし、周波数フ













Hz、30°~90°では 6.94k Hz に共振周波数が








動速度スペクトルの振幅を 2 乗した値を 1k 
Hz~20k Hz の範囲で積分した値（振動エネ
図5　キャップ中心付近の開栓角度に於ける振動速度スペクトル






　　  (a) 未開栓 上面図、斜面図
















































(a) 未開栓、(b) 30°、(c) 60°、(d) 90°、
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